
専門総合講座「自治型社会の課題」では、実務経験をもつ講師による授業で、制
度・政策の基本的な内容や、実際に自治体が抱える課題とその対策を学びます。
このような実践的な授業を通して、法学・政治学の理論を社会に適用し、自ら解決
策を考える力の獲得をめざします。

自治体を支える制度や仕組みを
実務経験者のリアルな声から学ぶ

P I C K  U P

「政治学や地方自治を学びたい」×

「公務員になりたい」という思い

から、政治学科を選びました。

コース選択をはじめ、自身の関心

にマッチした学修・研究が可能な

環境と、公務員試験に強いブラ

ンドは非常に魅力的でした。科目

やゼミの設置数が多く、さまざま

な切り口から政治・社会について

理解を深めることができるのが

政治学科の特徴です。幅広い学問

領域の中から私が出会ったのは

「地域政策」。その出会いが、学修

意欲の向上につながり、進路を

選択する際のカギになりました。

卒業後は地方自治体の職員とし

て、豊かなまちづくりに尽力して

まいります。

● 金融／メーカー／マスコミ／IT企業等の幅広い一般企業
● 公務員（国家公務員・地方公務員・国際公務員含む）

● ジャーナリスト・メディア産業活躍をめざすフィールド

S T U D E N T ' S
V O I C E

誰もが幸せに暮らすことのできる社会をめざして
歴史や思想のなかから現代社会の課題を紐解く。
多様な価値観を調整・統合し、より良い社会をつくることが政治の目的です。市民社会、ガバナンス、グローバリゼーションといった
現代的課題と向き合い新しい視点から政治社会のあり方を考える知識と素養を身につけます。

政治学科

現代社会のさまざまな社会課題を
学びのテーマとして追究する

変化する時代のなかで政治を学ぶには、新しい潮流や社会課題に
対して感度を高め、知識をアップデートすることが重要です。政治
学科では「NPO・NGO論」「平和学」「環境政治論」「ダイバーシ
ティと社会」など、時代にふさわしい知識と考え方を学ぶ科目を多
数設置しています。

地域と連携して動ける人材に求められる
実践力とコミュニケーションを培う

統治（ガバナンス）を学ぶうえで、地域社会やそこで暮らす人々へ
の理解と協調は欠かせません。実際の地域を対象とした社会調査
や地域と連携したプロジェクトなどに加え、実務家から学ぶインター
ンシップを通して、卒業後に役立つ実践力を培うことができます。

学びの特色 コース紹介

主に公務員をめざす学生を対象としたコースです。公共政策に関
わる科目と、関連法規を中心に学んでいきます。

    公共政策コース

地域政治や都市政策を中心に、地域創生に関わるために知識を修得
し、地方公務員やコミュニティビジネスといった舞台をめざします。

    地域創造コース

国際公務員やグローバルビジネスでの活躍をめざすコースです。
国際政治や国際法を中心に、世界に通じる知識を修得します。

    国際政治コース

主にジャーナリストや情報産業をめざす学生を対象としたコース
で、政治や社会とコミュニケーションの関係性を学びます。

    メディア政治コース

安田 敦貴4年

都立国分寺高等学校（東京都）出身

東京都庁内定先
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政治学科
「政治学」などを通して、社会における政治の役割や機能の概論を学びながら、現代のさまざまな社会のあり方について、
理解を深めていきます。２年次より４つのコースに分かれて、将来の目標や一人ひとりの関心に合わせた学びを展開。
各コースでより特化した専門的な知識を学び、スペシャリストとしての素養を培っていきます。

学びの特色

進学先 東京大学法科大学院

渡邉 奏波4年 県立大垣北高等学校（岐阜県）出身

内定先 株式会社テレビ朝日

松本 拓人4年 芝浦工業大学附属高等学校（東京都）出身

学科共通の科目 を学修し、
自らの学問的興味・関心や、
キャリアデザイン について考える

私が特に力を入れて学んだ分野の一つが福祉国家のあり方についてです。スウェーデン

やアメリカなどの福祉の事例を学ぶ「比較政治学」や日本の福祉政治の変遷を学ぶ

「政治過程論」等を履修しました。法学部の学びを通して成長を実感するのは、論理的

に考え、伝える力を養成できたことです。法学を通じて規範を定立した上で具体的に

考える法的な思考過程を、政治学を通じて比較や批判的検討をする思考方法が身につき

ました。将来は、世の中の紛争に向き合い、個別具体的な紛争の解決に取り組みたいと

考えています。政治学の学びを活かして、立法にも携わりたいので法科大学院への進学

を決めました。

一つの問題を考察する際に
さまざまな切り口から検討する力が身につきました

政治学科の魅力は、必須単位が少なく、興味関心に合わせて授業を組めることです。

また、法律・政治・国際関係など幅広い分野を学ぶことができます。特に3年次に受講

したジャーナリズム論は、報道機関を進路の一つとして考えていた私にとって、「報道

に携わるとはどういうことなのか」を深く考える契機となりました。一つの事象に対して

も、各領域によって見解やアプローチが異なってくることを学び、常にさまざまな視点

から捉えるよう意識するようになりました。卒業後は放送業界に就職します。一人でも多く

の人に、「社会で起こっていること」を考える“きっかけ”となるような番組を制作して

いきたいです。

報道に携わる者としての心構えなど
これから働く上でも大切にしていきます

卒業後の進路

公務員公共政策コース

地域創造コース 

国際政治コース 

メディア政治コース 
2年次より将来の進路にあわせ「公共政策」「地域創造」
「国際政治」「メディア政治」のなかから1コースを選択します。
どのコースで学ぶかは、入学後1年間じっくり時間をかけて考え、
2年次から各コースでの学修がスタートします。

科
　
目
　
例

1年次 2年次 3・4 年次

■「政治学」
政治学の基礎的な視点と知識を学ぶ

■「現代政治理論」
自由・正義・国家などの理論的な理解を深める

■「まちづくり論」
まちづくりの取り組みを事例から学ぶ

■「比較政治論」
先進諸国の政治をデモクラシーなどの
視点で比較する

■「発展途上世界の政治」
発展途上国の近代化のプロセスと現実を学ぶ

■「メディア論」
情報社会におけるメディアの役割と影響を考える

■「専門演習」
地域から国際政治まで多様なテーマについて
少人数で学ぶ

■「行政学」
行政の制度と管理について学ぶ

■「国際政治学」
国際政治の理論・概念・その適用を学ぶ

■「社会調査論」
社会調査の歴史と方法について学ぶ

■「ガバナンス論」
多様な主体が支える新しい統治について学ぶ

■「自治型社会の課題」
自治体職員らによる最前線の講義

■「現代社会と新聞」
現役新聞記者・編集委員による導入的な講義

■「導入演習」
少人数の演習で大学学修の基本と技法を学ぶ

■「基礎演習」
少人数のゼミで法・政治・文化・歴史などの基礎を学ぶ

■「政策学」
公共政策の特性と過程を
理論から応用まで学ぶ

■「地方政府論」
分権型社会を支える自治体と
自治のあり方を考える

■「政治社会学」
政治社会の権力・文化・運動を学ぶ

■「国際政治史」
近代国際政治の歴史のダイナミズムを学ぶ

■「ジャーナリズム論」
ジャーナリズムの現在を多角的に学ぶ

地方公務員
コミュニティビジネス

民間企業
国際公務員

マスコミ
情報産業

コース科目の
学修が
スタート

政策学、社会保障法、環境法、労働法など、公共政策に関する科目と、
それを司る法について学びます。

地域発展に寄与するために役立つ地方政府論、地方政治論、都市政策論、
まちづくり論などを中心に学びます。

国際政治情勢を理解するのに不可欠な国際政治史、EU政治論、国際開発論、
海外の地域研究などを幅広く学びます。

メディア分野で活躍するために必要なジャーナリズム論、メディア政策論、
広報・広告論、情報政治学などを中心に学びます。

18 19Faculty of Law


